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論　　文　　の　　要　　旨

　生活環境はラ自然および人工の物的環境や種々のサービスを含めた文化1杜会環境によって構成

されている。こうした環境が個人に対し様々なメッセージを与え、個人はそれを何らかの知識体系

によって把握しラ行動を起こすのではないかラという仮説がK．E．Bo⑬且砒gによって提示されて以

来、この人間行動と環境との間に介在する心的メカニズムの解明がヨ環境計画のみならずラ広く社

会一環境問題解決の糸口を与えるものとしてヨ多分野にわたって検討が加えられつつある。

　こうした個人と環境の多層にわたる関連の仕組みを明らかにするためには争具体的な条件下にお

ける個人の生活体験につちかわれた心的状況を様々なフェーズで把握し（たとえばヨ視覚的イメー

ジラ感覚距離ヨイメージ1マップの構造等）雪そのフェーズで把えられた一般的傾向ならびに各フェー

ズ聞の関係を求めることが必要である。とくに，環境の空問計画で指針とされる個人の行動はラ要

求の発生ヨ環境の認知ならびに評価事行動の実施，その結果による認知構造の変化や評価基準の修

正という継起的1重層的プロセスの中で生起するものであり。一方ラその結果として個人がその内

部に獲得した環境についての知識（この研究では認知と呼んでレ）る）事環境についての価値判断（同

じく評価と呼んでレ）る）によってヨその人にとっての環境の意味が決定されると考えられる。

　本研究は雪具体的な環境条件下における居住者や訪問者などの諸集団を対象としヨ人々の移動に

代表される行動実態のフェーズと認知画評価に代表される環境の認識のフェーズのふたつの側面か
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らラ環境と人間との対応関係についての基礎的知見を得ること百およびその知見にもとづいて環境

計画の指針を得ることを究極の目的としている。論文は6章からなっておりヨ各章における考察内

容は以下のとおりである。

　第1章ではヨK．Ly㏄hの提示した…～環境のイメージ”という概念についてう心理学ヨ地理学ラ都

市計画学などの分野で論じられてきた内容を概観し盲つぎに。物的環境の諸属性と認知との関係に

ついての既往の研究を批判的に考察してラ本研究の方法論の位置づけを行っている。また，本研究

における人問一環境の相互関係の探索についての課題を明示しう以下の各章でそれらの課題をどの

ように検討してゆくかについて要約している。

　第2章では，筑波大学の長期居住学生のキャンパスにおける移動実態および環境の認知，評価の

状況を調べ，長期居住学生の認知には一性別、屠住地ヨ居住歴別などによる差異はみられずヨすでに

環境についての知識は安定したレベルに達していること里またこの集団では，行動と認知との関係

が微弱であることを明らかにしヨ次章以降の考察の原点を示した。

　第3章では。筑波大学の新入生に対し，約半年にわたって5回の追跡調査を行い争人がどのよう

に新しい環境を認知して行くかを調べた結果，環境の認知はごく短期問（ほぼ1ケ月）のうちに安

定化し，この期問における個人の認知レベルは移動経験と正の相関をもつことを確認した。また。

場所の認知にはヨその場所の属する地区機能ヨ位置する動線の重要性などの条件が強く関与するこ

と、その条件が同等の場合、K．Lynchのいうパスはエッジやランドマークに比して認知されにくい

ことを明示し，このことから，人々は新たな環境において、特色ある場所をまず認知しラそれらの

位置関係や方向性を基準にパスを理解するヨというプロセスで環境の構造化を行う，という新しい

解釈を明示している。

　第4章では、土浦市における居住者と訪問者の環境認知の差異を考察し，訪問者は上述の新入生

と同様，行動に応じて場所を認知してゆく傾向ヨ視覚的な手がかりに依存する傾向がいずれも強くヨ

環境に対して＜反応的＞でありヨー方ヨ居住者は行動と場所の認知との直接的な関係が弱く，また

視覚的な手がかりへの依存度は小さくヨ環境に対してより＜推論的＞になっており盲第2章の長期

居住学生と同様の傾向が認められることを示している。

　第5章では，環境計画にもう一歩近づいて，人々の場所あるいは施設に対する心的方向性の存在

とそれを構成する環境の要因について考察している。そのために。筑波大学の歩行者空問に位置す

る様々な場所において，学生がどの方向に親近感を感じているかを調べ，心的方向には，居住地を

起点として目的地に向うマクロな方向性とヨその場所周辺の空問構成に影響されるミクロな方向性

があること，単なる通路空間では認知方向が移動軸方向に集中するが，沿道左右に認知を誘発する

要素（広場の奥行，池などの視覚的区別性の高い要素ヨ公共性の高レ）施設等）がある場所ではう認

知は移動軸と直交する方向に集中すること、したがってそこは前後の場所とは独立した焦点として

意識化され易くヨかつ選好され易い場所であることを明らかにした。したがって，人はマクロな心

的方向と同時にその焦点を意識するミクロな方向を持っておりヨ前者が明示的であれば空問の判読

性は高く，後者の心的方向をもたらす焦点が多ければ空問のイメージ性が高くなるとしラ歩行者空
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問における焦点の形成方法について論じている。

　第6章はヨ上の各章の検討結果を再構成しヨ人の空問環境についての知識のレベルと空問的特性

との全般的な対応関係ヨ特性による知識の差異雪評価空問の特性などに分けて考察している。また雪

本研究の課題であるミクロスケールの環境についての知識形成に関しては。K．L脾chの規定するレ

ジビリティ（知覚のし易さ）よりも行動を誘発する機能画施設の存在が重要であることヲ同じく大

スケーノレの環境の理解のし易さはパス構造の単純性に依存するがヨミクロスケールではパス構造よ

りも焦点群の存在ラすなわちミクロな心的方向の多様さが重要であることを示しラ環境計画への指

針として位置づけている。

審　　査　　の　　要　　旨

　人問と環境との相互作用の心理過程に関する研究は，都市空問に限らず最近盛んに行われておりラ

著者の研究もこの範ちゅうに属するものである。しかし、多くの研究が心理過程そのものの解明を

目指したものでありラ数少ない空間的環境要因の操作的研究は手続き上の厳密さを欠くものが多い。

　著者の研究はヨ相互作用の全体的関係を崩さずに信頼できるデータを入手するために，独自の調

査方法を考案しヨこれによっていること。環境および被験者集団の双方について充分比較考察の可

能な対象を選定していること、章が進むにつれて環境計画への接近の傾向が強まっていること，既

往の主な研究仮説や理論との関係を明確に整理し，位置づけていることラなどの点で充分な水準に

達しておりラ独自性も認められる。

　ただう環境計画に対して示唆する成果が得られているとはいえラ計画論と呼び得るところまでは

まとめられておらず雪そのため論文そのものが若干未整備な感を抱かせる点は残念である。しかしヨ

この微妙で複雑な課題に対して雪慎重かつきわめて手堅い方法によって接近しラ地味ではあるが重

要な知見を積み重ねたこの研究はヨ環境計画研究の発展に貢献するところが非常に大きいものと認

められる。

　よって，著者は学術博土の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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